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Summary The present study involving nursing college students was conducted to empirically examine effects 
of the introductory college course on seminars called “Kiso Zemi (meaning basic seminars) ” on the students’ 
motivation to study, assessment of academic progress, and skills for self-education. The subjects were 361 nursing 
students of College B in Prefecture A, where a questionnaire survey was conducted to ask them  their evaluation of 
the course as to its effects on their motivation to study, assessment of academic achievements, and skills for self-
education. They positively evaluated the course as to the skills for presentation, group work, literature search, and 
report writing. Although the course did not directly infl uence the skills for self-education, it favorably contributed 
to their motivation to study and assessment of academic achievements, which in turn should infl uence their skills 
for self-education. Since the class style may influence their approaches to learning and assessment of academic 
achievements, teachers should make efforts to improve their class teaching methods.
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はじめに

わが国では少子高齢化が進行し、高度医療や在宅医

療の進展などに伴い保健・医療・福祉を取り巻く情勢

が変化するとともに国民のニーズが高まり、そのニー

ズに対応していくために、看護系大学には確かな専門

性と豊かな人間性を兼ね備えた資質の高い看護職者の

育成が期待されている 1)。1994年には、大学基準協会

から「期待される看護専門職像」が提言され、「看護専

門職にあるものは、多様にしかも急速に変化しつつあ

る社会情勢を認識し、生涯を通して最新の知識、技術

を学習し続ける」とされ、主体性、創造性、積極的な

行動能力など自己教育力の育成が重要であることが示

唆された 2)。中央教育審議会の答申「大学の質の保証

に係る新たなシステムの構築について（2002）3)」で

は、高等教育における質保証が重要な課題として位置
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付けられ、規制改革の流れを踏まえながら、大学設置

後の状況を評価できるシステム構築の必要性が述べら

れ、大学生に授与する学士が保証する能力の内容を学

士力として明示され、学習成果の評価が求められてい

る。また、学生の学力・動機面での多様化により大学

生活を送るための基礎的知識・技能の習得を目標に、

2008年文部科学省中央教育審議会答申では初年次教育

について「高等学校や他大学からの円滑な移行を図り、

学習及び人格的な成長に向け、大学での学問的・社会

的な諸経験を成功させるべく、主に新入生を対象に総

合的に作られた教育プログラム」と定義されている 4)。

Ｂ大学の健康科学部看護学科では平成 22年より基

礎ゼミを導入した。基礎ゼミの目的は、高校までの「受

動的な勉強」から、大学での「能動的な学び」へと、

学習スタイルの転換をめざすことにある。内容として

学習スキル（レポートの書き方、文献検索の方法、グ

ループワークの方法、プレゼンテーションの方法、ノー

トテイキング）の習得や、望ましい学習態度や動機づ

けの獲得、学生生活リズムの構築などを目的とし教育

が進められている。順調に教育が進められれば、看護

学生の自己教育力は高まり、大学に対する満足度も高

まることが予想できる。

大学の環境に対する満足度については、大学内での

友人関係 5）将来の職につながる授業やカリキュラム、

進路相談を行っている学生支援体制 6)などが大学生活

への満足感につながるとしている。また，道廣ら 7)は、

看護系大学における大学生活への満足度について、大

学が学生に良い学習環境を与えることによって学生の

学習意欲が変化し自己教育力を上げることにつながる

ことを明らかにしている。また，学生が望んでいる学

習環境とは、専門的な知識と技術が学べ、積極的に参

加したい授業があり、実践的授業を望んでいることを

明らかにし、大学の質の保証が求められるとしている 7)。

学習意欲についての調査は、岡田 8-9)が一般学生の学

習への取り組みについて報告している。ⅰ学習意欲の

高い学生は学習への取り組みが勤勉で計画的に取り組

む姿勢が高い、ⅱ学習への無気力な学生は取り組みが

低い、ⅲ大学の学習に価値を認め自律的に学習できて

いる学生は学習成果を得られている、との報告があっ

た。看護学生は目的意識が明瞭であり学習意欲も高い

ことが予測できる。

そこで、看護学生の基礎ゼミの評価と学習意欲、学

習成果が自己教育力にどのような影響を与えているの

か明らかにしたいと考えた。これらの目的を明らかにす

ることで学生にどのような学習機会を与え、学生はその

学習機会に対しどのように取り組んでいるかという側

面が明らかになり大学教育の質の保証に貢献できる。

研究目的

本研究では、看護学生の基礎ゼミの評価と学習意欲

と学習成果が自己教育力にどのような影響を与えてい

るのか明らかにしたい。これらの目的を明らかにする

ことで学生にどのような学習機会を与え、学生はその

学習機会に対しどのように取り組んでいるかという側

面が明確になり大学教育の質の保証に貢献できる。

研究方法

 1．調査対象：A県 B大学の看護学生 361名。

 2．調査期間：2012年 11月～ 2013年 1月

 3．調査方法：授業終了後，無記名自記式アンケート

用紙を配布し、教室内に回収箱を設置し 2週間後

に回収した。

 4．調査内容：＜別紙として調査票を添付＞

１）対象者の基本的属性として性、年齢、社会経験

の有無、部活動・サークル活動の有無、アルバ

イトの有無、住居形態を質問した。

２）基礎ゼミは、「1年生 1期に開講された基礎ゼ

ミは、あなたの学習に役立ちましたか」と設問

し、シラバスに沿った項目「基礎ゼミで学んだ

ノートテイキングを活かしている」「基礎ゼミ

で学んだプレゼンテーションの方法がわかり活

かしている」等質問した。回答は「非常にそう

思う 4点～まったく思わない 1点」の 4件法で

求めた。得点が高いほど基礎ゼミが役に立って

いることを表している。

３）「学習意欲尺度」については、学習への取り組

む姿勢を捉えるため、Benesse　教育研究開発

センター（2008)の大学生の学修・生活実態調

査より、学生の学習に対する姿勢や態度を参考

図１　研究の枠組み
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に作成された岡田 8-9)の「学習への取り組み尺

度」を用いた。この尺度は「授業に必要な教科

書・資料、ノートなどを毎日持参する」「授業

で出された宿題や課題をきちんとする」「グルー

プワークやディスカッションで自分の意見をい

う」「計画を立てて勉強する」等学習への取り

組む態度について質問したもので学習意欲を測

定する尺度であり、「1点全くあてはまらない～

4点とてもあてはまる」の 4件法で求めた。得

点が高いほど学習への取り組みが高い。

４） 大学生学習成果尺度は、岡田 8-9)の学生の成長

感に関する尺度を用いた。この尺度は岡田が

Benesse教育研究開発センター（2008）の調査

の学生の成長感に関する項目を一部修正し用い

た 24項目のうち、信頼性・妥当性の検証され

た 15項目を用いた。「現状を分析し、問題や課

題を明らかにする」「物事を批判的・多面的に

考える」などの批判的思考や「外国語で聞き，

話す」などの「外国語運用能力」や「国際的視野」

「社会関係形成」についての尺度であり、「4点：

かなり身についた」「3点：少し身についた」「2

点：あまり身につかなかった」「1点：まったく

身につかなかった」の 4件法で求めた。得点が

高いほど学習成果が高いことを表している。

５）自己教育力は、西村 10)らが作成した自己教育

力測定尺度の 40項目を使用。各項目に対する

回答は、「4点：そう思う」「3点：ややそう思う」

「2点：あまり思わない」「1点：思わない」の

4段階評定で求めた。従って得点が高いほど自

己教育力が高いことを示すよう設定した。なお

項 目 の 8・9・10・18・19・20・30・37・38・

39・40は反転項目であるため、得点化を反転

させて行った。なお、西村の自己教育力尺度は、

内的妥当性、信頼性および看護職アイデンティ

ティとの併存的妥当性が検証されている 10)。

 5．分析方法

基礎ゼミ、自己教育力、学習意欲、学習成果に対し

て探索的因子分析とクロンバックのα信頼性係数を求

めた。次いで、学習成果に対しては確証的因子分析を行っ

た。その後、基礎ゼミ・学習意欲・学習成果と自己教育

力について Pearsonの相関係数を求めた。また、学生の

自己教育力に影響を及ぼす要因分析には、自己教育力を

従属変数とする重回帰分析を行った。変数の投入は強制

投入法を用いた。以上の統計には、統計プログラムパッ

ケージ SPSS Version19 for Windows並びに構造方程式モ

デリングソフトAmos Version19を用いた。

 6．倫理的配慮

Ｂ大学の倫理審査委員会の承認を得た。本研究は教

員が実施し、対象者は学生であることから、研究参加

に同意を得るため、調査を依頼する際、研究の主旨と

内容について説明し、研究への参加は自由意志であり、

任意に基づくものであることを明記した。また、調査

は無記名で個人特定はしないこと、調査協力の有無や

回答内容については学業成績とは関係しないことを説

明した。

研究結果

 1．学生の背景（表 1）

361名に調査票を配布し、調査項目に欠損値のな

い 297名のデータを分析対象とした（有効回答率

82.3％）。回答者の平均年齢は 20.1歳（標準偏差 2.26、

範囲 18~43）であった。学年は 1年生 107名（36.0％）、

2年生 94名（31.6％）、3年生 66名（22.2％）、4年

生 30名（10.1％）であった。性別は、女 255名（85.9％）、

男 42名（14.1％）であった。アルバイト経験有り

213名（71.7％）、無し 84名（28.3％）、住居形態は家

族と同居 221名（74.4％）、大学寮 19名（6.4％）、一

人暮らし 54名（18.2％）、その他 3名（1.0％）であった。
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 2．基礎ゼミ（表 2）

探索的因子分析の結果 1因子が抽出され、クロン

バックα信頼性係数は .863であった。平均値が 3以

上は、「基礎ゼミで大学生活（健康管理・心の健康・

学習方法）などの学びは役立っている」平均値 3.101

（標準偏差 .699）「基礎ゼミで学んだプレゼンテーショ

ンの方法がわかり活かしている」平均値 3.047（標準

偏差 .701）、「基礎ゼミで学んだグループワークを活

かしている」平均値 3.024（標準偏差 .746）であった。

 

3．学生の学習意欲（表 3，図 2）

学習意欲で平均値が高かったのは、「履修中登録した

科目は途中で投げ出さない」平均値 3.8（標準偏差 0.51）、

「授業に必要な教科書・資料、ノート等毎日持参する」

平均値 3.7（標準偏差 0.55）授業で出された宿題や課

題はきちんとする。平均値 3.6（標準偏差 0.56 ）など

勤勉的態度得点が非常に高く、次いで「授業とは関係

なく興味を持ったことは自主的に勉強する」など主体

的学習であった。

学習意欲は、第 1因子「自分の意志で継続的に勉強

する」「計画を立てて勉強する」「授業で興味を持った

ことについて主体的に勉強する」などから≪自発的学

習≫と命名、第 2因子は「授業で出された宿題・課題

をきちんとする」「授業に遅刻しないようにする」「履

修登録した科目は途中で投げ出さない」など≪勤勉的

受講態度≫と命名した。第 3因子は、「グループワー

クやディスカッションでは進んでまとめ役をする」「グ

ループワークやディスカッションでは自分の意見を言

う」「クラス全員の前で積極的に質問する」は≪積極

的主張≫と命名した。クロンバックα信頼性係数は、

全体で .883であった。次いで、本研究では探索的因

子分析で得られた因子構造を同データを用いた確証的



23大学教育における基礎ゼミが看護学生の学習意欲，学習成果及び自己教育力に及ぼす影響

J. Osaka Aoyama University. 2014, vol. 7

x10 x11 x8 x9 x6 x7 x5 x1 x2 x4 x3

e1e2e3e4e5

13 x14 x12 x15 x16

e6e7e8e9e10e11e12e13e14e15e16

d1 d2 d3

.79 .55 .79

.70 .68 .70 .81 .68 .62 .72 .59 .50 .70 .70 .62 .72 .74 .69 .79

n=297, =284.986 DF=97 GFI=.889 AGFI=.845 CFI=.908 RMSEA=.081

因子分析により評価した。この分析では、探索的因

子分析の結果、得られた因子を第 1次因子、「学習意

欲」を第 2次因子として位置付けた二次因子モデルを

設定し、各変数間の関連性およびそのモデルのデータ

に対する適合性 11)を検討した結果、参考にした適合

度指標はいずれも高くこのモデルが妥当であることが

示された（カイ 2乗値＝ 284.986, DF=97, GFI=.889, 

AGFI=.845, CFI=.908, RMSEA=0.081 ）。また、モデ

ルに含まれるパスの係数値はいずれも高く、統計的に

有意な水準にあった。

 4．学習成果（表 4）

探索的因子分析の結果、第 1因子は、「筋道を立て

論理的に問題を解決すること」「現状を分析し、問題

点や課題を明らかにすること」「物事を批判的・多面

的に考えること」「自分で目標を設定し、技術を身に

つけようとすること」等で構成され、≪問題解決能力

≫と命名した。第 2因子は「外国語で聞き話す能力」「外

国語で読み書く力」「国際的な視野」で構成され≪外

国語運用能力と国際的視野≫と命名した。第 3因子は

「社会のルールに従って行動すること」「物事を論理的
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に判断し行動すること」等 4項目から構成されており、

≪関係形成能力≫と命名した。クロンバックα信頼係

数は、≪問題解決能力≫ .841、≪外国語運用能力と

国際的視野≫ .846、≪関係形成能力≫ .734であった。

本研究の対象となった大学生は，社会的モラル得点、

問題解決得点が高く、外国語運用能力と国際的視野得

点が低い傾向にあった。

 5．看護学生の自己教育力（表 5）

自己教育力尺度 40項目について、最尤法、プロマッ

クス回転による探索的因子分析を行った。因子を構成

するのにふさわしい項目を採用するために、因子負荷

量 4.0以上を基準として項目選択を行った。その結果

28項目が残った。この時の累積寄与率は 33.3％であっ

た。第 1因子、≪成長発展への志向≫は「s2.自分の能

力を最大限に伸ばすよう、いろいろ努力したい」「s6.

これからも良い仕事をして、多くの人に認められたい」

「s1.将来、他の人から尊敬される人間になりたい」「s5.

自分がやり始めたことは最後までやり遂げたい」等 7

項目で構成された。第 2因子≪学習の技能と基盤≫は

「s25.考えていることを筋道立てて書いたり、伝えたり

できる」「s26.自己評価するときには、自分の目標を照

らして行っている」「s27.自分に必要な文献や記録を分

類整理しておく習慣がある」「s23.他の人の話を聞いた

り本を読むとき、時々内容を振り返りまとめてみる習

慣がある」等 7項目で構成された。第 3因子≪自己の

対象化と統制≫は「s9.ぼんやりと何も考えずに過ごし

てしまうことが多い」「s8.いったい何のために勉強す

るのだろうかといやになることがある」「s39.何をやっ

ても駄目だと思う」「s40.自分のことを恥ずかしいと思

うことがある」など 9項目で構成された。第 4因子≪

自信・プライド・安定性≫は「s35.今の自分に満足し

ている」「s34.生まれ変わるとしたら、やはり今の自分

に生まれ変わりたい」等 5項目であった。
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尺度全体（28項目）および下位尺度ごとのクロン

バックのα信頼性係数を算出した結果、その値は尺

度全体で .818、下位尺度別では第 1因子≪成長発展

への志向≫は .869、第 2因子≪学習の技能と基盤≫ 

.831、第 3因子≪自己の対象化と統制≫　.748、第 4

因子≪自信・プライド・安定性≫は　.823 となって

おり、いずれも高い値を示していた。

 6．各変数間の相関関係の分析（表 6）

基礎ゼミと自己教育力、学習意欲、学習成果の相関

係数の分析を行いその結果を表 6に示した。表 6より

多くの変数間に有意な正の相関係数が示された（p<.05 ）

(p<.01）。 自己教育力の相関係数について、学習意欲

との間に 0.4≦ 1r1<0.7のやや強い相関を示したのは、

自発的学習、勤勉的受講態度、積極的主張と学習成果

の課題解決能力，社会的モラルであった。成長発達へ

の志向と 0.4≦ 1r1<0.7以上の相関を示したのは学習

成果の課題解決能力と学修技能の基盤であった。ゆえ

に自己教育力には学習意欲と学習成果との間に正の相

関があるといえる。基礎ゼミは、基礎ゼミの間で 0.4

≦ 1r1<0.7の相関は見られるが、他の項目との強い相

関は見られなかった。

 7．看護学生の自己教育力と基礎ゼミ・学習意欲・学

習成果との関連（表 7）

看護学生の学習意欲と学習成果と自己教育力の関

連性を重回帰分析により検討した。結果（表 7）、自

己教育力得点に対して有意な正の関連性を示した

変数は、学習意欲の中の自発的学習（標準化推定値

0.185, p＜ .004）、勤勉的受講態度（標準化推定値

0.157, p<.002）、学習成果の問題解決能力（標準化推

定値 0.248, p<.001）関係形成能力（標準化推定値 0.15, 

p<.005）であった。基礎ゼミは自己教育力との関連は

見られなかった。なお、投入したすべての独立変数の

自己教育力得点に対する説明率は 42.5％であった。

考　　察

今回、看護学生が基礎ゼミを受講することで大学教

育全般に対する動機づけとなり、学習意欲と学習成果

に影響を及ぼし、自己教育力に影響を与えていること

が明らかになった。そこで、看護学生にどのような学

習機会を与え、学生はその学習機会に対しどのように

取り組んでいるかという視点と、看護学生に求められ

る能力と自己教育力との関連について考察したい。

 1．基礎ゼミの学習評価

基礎ゼミの学習評価は、「基礎ゼミで大学生活（健

康管理・心の健康・学習方法）などの学びは役立って

いる」「基礎ゼミで学んだプレゼンテーションの方法

がわかり活かしている」「基礎ゼミで学んだグループ

ワークを活かしている」などの評価が高かった。文科

省 12)によるとプレゼンテーションやグループワーク

等口頭発表の技法や学習のための基礎的技能の育成に

関するプログラムや、学問や大学教育全般に対する動

機づけの為のプログラム，レポート・論文の書き方な

どの文章作法を身につけるためのプログラム、図書館

の利用・文献検索の方法を身につけるためのプログラ

ムなどの実施率が高く、ノートテイキングに関するプ

ログラムは低い結果と報告している。佐藤は教養ゼミ



27大学教育における基礎ゼミが看護学生の学習意欲，学習成果及び自己教育力に及ぼす影響

J. Osaka Aoyama University. 2014, vol. 7

で「ノートのとり方」「レポートの書き方」「プレゼン

テーションの方法」について評価アンケートを実施し

たが、「レポートの書き方」「プレゼンテーションの方

法」の評価は高く、「ノートのとり方」についての評

価は低く、「ノートのとり方についてはこれまでの学

習の習慣が確立されているため、改めて指導されると

いうことに違和感を覚えた学生がいたようだ」との報

告 12-13)があるが、Ｂ大学の評価も同様であった。

 2．自己教育力と基礎ゼミ、学習意欲、学習成果との

関連

基礎ゼミの評価と学習意欲と学習成果が自己教育力

にどのような影響を与えているか重回帰分析の結果、

基礎ゼミは直接、自己教育力との関連は見られなかっ

た。自己教育力と関連が見られたのは学習意欲の自発

的学習と勤勉的受講態度に有意な関連がみられ、学習

成果については問題解決能力と関係形成能力に有意な

関連が見られた。このことは、基礎ゼミは直接、自己

教育力と関連するのではなく、基礎ゼミにより学習の

方法を理解することにより、学習意欲、学習成果が上

がり、自己教育力を高める効果があるのではないかと

思われる。岡田 9)は、勤勉的受講態度は GPAに対し

て強い正の影響を与えており、「国際的視野」以外の

成長感に影響を与えると報告しているが、本研究では

GPAは行っていないが、基礎ゼミにより学習意欲と

学習成果が上がることが確認できた。

また、学生がどのような授業を経験するかによって

学習意欲や学習成果にも影響を与えることが推測され

るため、教員は授業の方法等に一層の工夫が必要であ

る。特に本研究では外国語運用能力・国際的視野の学

習成果が低いことが示された。道廣らは、自己教育力

は、大学生活の満足度と学習意欲との関連が大きいこ

とを明らかにしており 7)学習に積極的に取り組むため

には整った環境が必要 7)であり、学習の雰囲気・学習

を応援してくれる人がいるという状況に身を置くこと

が効果的である 14)。また、溝上 14)は成長する学生像を、

授業に出席しつつ授業外学習や読書も行う、さらには

遊びや対人的な活動にも多くの時間を費やす、言い換

えれば≪よく遊び、よく学ぶ≫活動性の高い学生像を

指摘し、授業に直接関連のない活動が授業での学習や

技能獲得に影響を及ぼしていること、翻って授業でな

されることだけで学生は知識や技能を獲得しているわ

けでないという解釈の可能性を示唆している。看護系

大学では、予習・復習・レポート・課題等の授業外学

習を前提として授業が進められているため、≪よく学

ぶ≫ことはあてはまるが、≪よく遊ぶ≫ことは難しい

環境であるといえる。しかしその中で、アルバイトを

している学生が多く、アルバイトをしている学生の方

がしていない学生よりもコミュニケーション能力が高

いことも指摘されている 15 )。また、看護系大学では、

ほとんどの学生が看護職をめざし、将来の見通しが明

瞭であり日常生活や行動を自己管理するキャリア教育

の様相を示しているといえる。

 3．看護学生に求められる能力と自己教育力との関連

梶田 16)は自己教育力の構成要素として 4つの柱を

紹介している。それは、「Ⅰ．成長発展への志向」と

その志向性に沿って自分自身を前進させていく力の

「Ⅱ．自己の対象化と統制」と、その前進の過程で道

具的な意味を持つ学び方や基礎学力の「Ⅲ．学習の技

能と基盤」、および安定した土台の上に立っての前進

を可能にする心理的基盤となる「Ⅳ．自信・プライド・

安定性」の 4側面を挙げている。自己教育力の構成要

素である成長発展への志向は、看護師に必要な能力で

ある問題解決能力、現状を分析し問題点や課題を明ら

かにするなど、課題を批判的・多面的に考えるクリティ

カルシンキングやアセスメント能力など看護師に必要

な能力や、物事を論理的に判断し社会のルールに従う

倫理性や自分の感情をコントロールできる関係形成能

力を習得するため熱心に取り組んでいる様相が見られ

た。成長発展への志向性に沿って自分自身を前進させ

ていく力である自己の対象化と統制に対しては、自分

の意志で継続的に勉強したり、計画性や授業に対して

主体的に学習する等の様相が見られた。そしてその前

進の過程で道具的な意味を持つ学び方や基礎学力であ

る学習の技能と基盤では、課題解決能力、関係形成能

力、積極的主張、自発的学習、基礎ゼミとの関連があっ

た。つまり看護実践を行うため必要な専門科目、各領

域の看護方法論等を積極的かつ自発的に学んでいるこ

とがうかがわれた。

まとめと今後の課題

 1．学生の基礎ゼミの評価は、グループワーク、プレ

ゼンテーション、レポートの書き方等の評価が高

く、ノートテイキングは、評価が低かった。ノー

トテイキングは大学に入るまで経験があり、いま

さらという気持ちが強いことが推測された。

 2．基礎ゼミと学生の学習意欲・学習成果との関連は

高い。学習意欲の中では、勤勉的授業態度が最も
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高い。

学習成果では、問題解決能力・関係形成能力が高

く、外国語運用能力・国際的視野が低かった。

 4．学生の自己教育力は成長発展への志向が大きく、

そのための学習の方法等を学ぶという得点が高

かった。

 5．大学生活での基礎ゼミが学習意欲、学習成果を高

め、その結果、自己教育力を高める傾向にあった。

本研究での結果は一部の大学生を対象にした結果

であり一般化できない。今後はさらに多くのデー

タを収集し、いろいろな角度から検討すると同時

に、学生の大学生活をもっと多面的に調査し、学

生の成長を明らかにし、教育上の工夫と改善等を

明らかにしていくことが今後の課題である。
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